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Ａ．研究目的 
がん医療において、がん拠点病院等のがん治療施
設と地域の在宅医療・介護との連携体制の構築が求
められている。この課題の解決を目指し、本研究では、
全国の各地域で、がん緩和ケアのネットワークを構築
し、関係者間の連携・調整を担う人材として「地域緩和
ケア連携調整員」を養成する研修プログラムの開発を
目的とした。本研修プログラムを実施していくことで、
全国でがんに関する医療福祉従事者のネットワークを
担う人材の育成が促進され、地域の状況に応じたがん
医療の地域連携体制が構築されることが期待される。
さらに、これらの人材を支援していく中央機能のあり方
についても検討し、全国でがんの地域緩和ケアの提
供体制の整備を進めていく包括的な方策を提示して
いくことを目指した。 
 
Ｂ．研究方法 
(１)地域におけるがん緩和ケア提供体制のあり方につ
いての研究 
●地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域
の医療者３０名を対象にした個別ないしフォーカスグ
ループによる面接調査(具体的な取り組み内容と課題
の抽出) 
●研修受講者へのフォローアップアンケート分析 
(２)地域におけるがん緩和ケアを促進するツールと教
育に関する研究 
 

 

●地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域 
の医療者３０名を対象にした個別ないしフォーカスグ
ループによる面接調査(連携促進のためのツールやそ
の効果の抽出) 
●Web検索によるツール調査 
(３)地域におけるがん緩和ケアに関する連携と教育に
関する研究 
●地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域
の医療者３０名を対象にした個別ないしフォーカスグ
ループによる面接調査(地域の医療福祉従事者への
教育に関する課題の抽出) 
●研修ワークシートの質的分析 
●職種別グループインタビュー調査 
(４)地域におけるがん緩和ケアをコーディネートする人
材のあり方に関する研究 
●地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域
の医療者３０名を対象にした個別ないしフォーカスグ
ループによる面接調査(地域緩和ケア連携調整員に
求められる役割、資質や知識の抽出) 
●研修受講者へのフォローアップアンケート分析(質
的) 
(５)地域におけるがん緩和ケアをコーディネートする人
材の育成と支援に関する研究 
●地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域
の医療者３０名を対象にした個別ないしフォーカスグ
ループによる面接調査 
●研修事前アンケート・事後アンケート結果による研
修効果の測定 
 

研究要旨 

がん医療において、がん拠点病院等のがん治療施設と地域の在宅医療・介護との連携体制の構築
が求められている。この課題の解決を目指し、本研究では、全国の各地域で、がん緩和ケアのネットワ
ークを構築し、関係者間の連携・調整を担う人材として「地域緩和ケア連携調整員」を養成する研修プ
ログラムの開発を目的とした。開催された「地域緩和ケア連携調整員研修」について評価を行い、研修
の実行可能性及び、効果を確認した。本研修プログラムを実施していくことで、全国でがんに関する医
療福祉従事者のネットワークを担う人材の育成が促進され、地域の状況に応じたがん医療の地域連携
体制が構築されることが期待される。さらに、これらの人材を支援していく中央機能のあり方についても
検討し、「地域緩和ケア連携調整員研修」の受講者のフォローアップの方法について整理し、全国でが
んの地域緩和ケアの提供体制の整備を進めていくうえで参考とできるホームページを開設した。 
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Ｃ．研究結果 
(１)地域におけるがん緩和ケア提供体制のあり方につ
いての研究 
地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域
の医療者を対象にした面接調査から、地域におけるが
ん緩和ケアの連携体制が構築されていくモデルとして、
①顔の見える関係づくり、②体制づくり、③地域づくり
の３段階のプロセスを明らかにした。 
上記のプロセスを参考に作成された地域緩和ケア
連携調整員養成プログラムを実施した。さらに、研修
受講後、地域連携に変化が生じたのか調査するため、
平成28年度地域緩和ケア連携調整員研修を受講した
183名に調査票を送り、12４名から回答を得た(回答率
67.7％)。顔の見える連携について、研修前と研修１0
か月後(フォローアップ時)を比較すると、改善の傾向
がみられた。また、地域連携における自信について、
研修直前、研修直後、研修10か月後の3点では、研修
直後に向上し、10か月後には低下するものの、研修前
より自信が高い状態を保っている傾向にあった。 
地域緩和ケア連携調整員研修修了者が自地域に
戻り、地域緩和ケア連携の視点を持ち、行動すること
で地域連携体制が進展していく傾向が確認できた。し
かし、地域連携を進めていくためには多大な労力と長
い時間が必要であり、今後も定期的なフォローが望ま
れ、これらの人材の活動を支援する中央機能として、
がん治療を担う急性期病院と在宅医療を担う在宅医
療・福祉関係者の連携の促進を図るため、全国のがん
診療連携拠点病院が作成しているツール等について、
内容とその運用方法の事例を集積し、情報を必要とし
ている医療現場の担当者が活用できるよう提示してい
くことを検討した。検討の結果を踏まえ、地域緩和ケア
連携調整の役割について広く周知することを目的にホ
ームページを作成し公開した(https://www.ncc.go.jp/j
p/cis/divisions/sup/project/100/)。 
 
(２)地域におけるがん緩和ケアを促進するツールと教
育に関する研究 
 地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域
の医療者を対象にした面接調査から、地域連携を促
進するためのツールとして、連携パスや患者手帳、ＩＣ
Ｔを活用した取り組みなど様々なツールが導入されて
始めていることが明らかになった。またツール作成時
の工夫点やツール導入の効果についても報告され
た。 
 次に、緩和ケア地域連携パスの運用体制を把握する
ことを目的とし、インターネットのＷｅｂ検索を用いて、
各都道府県が作成した緩和ケア地域連携パスと、が
ん診療連携拠点病院、地域がん診療病院および、特
定領域がん診療連携拠点病院の427施設独自で作成
した緩和ケア地域連携パスの作成状況の調査を行っ
た。結果、12種類の都道府県統一のパスが作成され
ていることが明らかになった。 
 

(３)地域におけるがん緩和ケアに関する連携と教育に
関する研究 
地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域
の医療者を対象にした面接調査から、地域連携に関
わる専門職、特に在宅医や訪問看護師、福祉職に対
する教育に関わる課題や取り組みを抽出した。地域に
おけるがん緩和ケアを推進する上で、がんの終末期に
携わる機会の多くない在宅医や福祉職の教育不足が
妨げとなっていることが、いずれの地域においても述
べられた。 
 次に、平成28年度地域緩和ケア連携調整員研修が
実施された際に、受講者から提出されたグループワー
クのワークシートを分析し、地域における緩和ケア連
携の教育に関する課題を抽出した結果、急性期病院
の医療従事者には、在宅医療の正しい知識やＡＣＰ
(アドバンス・ケア・プランニング)の知識の普及が必要と
され、地域の医療福祉従事者に対しては、緩和ケアや
がん医療に関する体系的な教育の機会が非常に少な
い状況が指摘され、カンファレンスや勉強会のみなら
ず、実施症例を通して経験を重ねることで知識を補うと
ともに、がん緩和ケアへの抵抗感の低減に役立つこと
が報告された。 
そして、多職種連携においては、特にケアマネジャ
ーやヘルパーなどの福祉職が、医療職である訪問看
護師に対して、遠慮や話づらさなど情報共有に難しさ
を感じていることが示されたことから、福祉職に向けて、
訪問看護師との情報共有を促進することを目指した地
域緩和ケアにおける福祉職と訪問看護師との連携の
ための教育資材を開発し、ホームページに掲載をした
（https://www.ncc.go.jp/jp/cis/divisions/sup/project/
110/）。 
 
 (４)地域におけるがん緩和ケアをコーディネートする
人材のあり方に関する研究 
地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域
の医療者を対象にした面接調査から、がん緩和ケアを
コーディネートする人材(地域緩和ケア連携調整員)に
求められる役割、知識や資質の抽出を行った。地域連
携に関して先駆的な取組みが行われ、病院と在宅、医
療と福祉などが有機的に連携をはかる体制が構築さ
れている地域においては、施設間の連携をコーディネ
ートするような担う者が1名ないし数名存在していること
が報告された。具体的な活動や求められる役割として、
「組織や仕組みづくりのマネジメント」、会議等の日程
調整や研修の企画、開催などの「会議や研修の運営」
や「地域の課題の抽出と整理」、「関係者間の目標共
有や周知」があげられた。また、医師会や行政、地域
の医療福祉従事者とのつなぎ役や調整役が挙げられ
た。求められる知識では、「がん医療・緩和ケアの知
識」、「急性期病院(医療)と在宅(生活・福祉)両方の知
識」、「連携方法やネットワーク作りのノウハウ」、「会議
運営の知識」、「医療福祉の制度やケアプランの知識」、
「倫理問題の知識や患者の心理的変化に対する知
識」が抽出された。求められる能力として、まわりを立
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てながら調整をしていく「関係調整力やコミュニケーシ
ョン能力」、「他職種への理解や治療医への配慮」、
「中立的な立場や視点」、「自ら働きかけていく行動
力」が抽出され、他にも信頼を得る誠実な対応や熱意、
忍耐力、業務量の調整などの自己管理能力が求めら
れていることが分かった。さらに、地域緩和ケア連携調
整員としての望まれる属性については、医療ソーシャ
ルワーカー、行政の職員、看護師と福祉職のぺアであ
ること、一職種ではない複数制などがあげられ、1人の
人物がその役割を担うのではなく、ペアないしは複数
人でチームを組み対応していくことが望ましいことが分
かった。実際の地域緩和ケア連携調整員は看護師や
社会福祉士が適していると思われるが、その後ろ盾と
して、行政や病院のバックアップ体制や医師会や医師
がつく環境が期待されることが分かった。 
本調査から得られた内容をもとに、研修プログラムの
対象者や構成を組み立て、実施した。 さらに、研修受
講後、実際の研修参加者がそれぞれの地域で有用な
活動を行うことができたのか検証するために、H2８年度
に実施した地域緩和ケア連携調整員養成プログラムの
研修修了チーム60チームを対象に、研修受講後の活
動状況についての調査を行った。回答があったのは43
チームであった。地域に応じた活動していく中で、新た
な課題が生まれていた。また、活動を開始するまでに
至らない地域も存在し、これらは、各地域の地域緩和
ケア連携体制の構築状況の差によるものだと考えられ
た。地域連携を始める前に院内連携から着手しなけれ
ばならない地域と地域連携がある程度進んでいる地域
では、連携における課題や実施した内容も異なってい
た。この結果から、それぞれの地域の地域緩和ケア連
携体制の構築状況に応じたコース設定や実際の活動
を報告する場や課題解決を話し合う場としてのファロー
アップ研修が必要であることが分かり、研修プログラム
の修正を図った。 
 
(５)地域におけるがん緩和ケアをコーディネートする人
材の育成と支援に関する研究 
地域緩和ケア連携調整員の育成を目的とした教育
研修プログラムを開発し、その有用性について検討し
た。 
まず、教育研修プログラムの開発準備段階として、
地域緩和ケア連携に先駆的に取り組んでいる地域の
医療者を対象に、関係するテーマに関する面接調査
を行った。面接調査の結果および研究者間でのディス
カッションを元にプログラム案を作成した。平成28年度、
研修内容の妥当性について検討を行った上で研修プ
ログラムを確定し、研修プログラムは国立がん研究セン
ターに提供された。国立がん研究センターが厚生労働
省の委託を受けて開催した2回の研修について、その
有用性について受講生を対象としたアンケート結果等
より評価を行い、受講生や講師から一定の評価を得
た。 
平成29年度では、受講生が各地域の緩和ケア連携

体制の構築状況に応じた研修を受講できるようプログ
ラムの見直しを行い、ベーシックコースとアドバンスコー
スという新しい研修プログラムを開発した。国立がん研
究センターが本研修プログラムに基づいた研修を開催
し、その受講生を対象に研修の効果について評価す
るためのアンケートを実施した。研修後アンケートでは、
研修の満足度は、受講者の9割が満足していた。研修
の効果として、研修前後で比較すると地域連携におけ
る自信が向上しており、研修プログラムの実行可能性
及び効果を確認した。また、受講生の研修満足度を前
年度と比較すると、平成28年度では7割であった満足
度が、平成29年度では9割に改善しており、各地域の
緩和ケアの連携体制の構築状況に応じた研修プログ
ラムの効果により、満足度が改善したものと考察され
た。 
 
以下は、研修プログラムの内容である。 
【ベーシックコース（BS）】（表1） 
目的： 
地域緩和ケア連携体制を構築していきたいが、何から
始めればいいのか分からないというがん診療連携拠点
病院の医療従事者の方々に、地域の医療福祉機関等
との関係づくりにおける留意点や工夫などを院内連携、
院外連携両方の視点から学び、講義やグループワー
クから地域を俯瞰する視点を得、地域との関係づくりの
具体的なイメージを持ち、連携構築の計画を立てるこ
とを目的とする。 
 
研修対象者： 
これから地域緩和ケア連携に取り組むがん診療連携
拠点病院等で、地域との後方連携体制を構築していく
上で、院内で中心的役割を担う以下の者を含む複数
名からなるチームを対象とする。 
①がん診療連携拠点病院等で地域連携(後方連携)の
業務に従事している者 
  (看護師や医療ソーシャルワーカー等。複数可) 
②がん診療連携拠点病院等で地域連携(後方連携)の
業務を行う部門の責任者 
  (副院長、センター長、部長、室長等。または現場責
任者でも可) 
   ※参加者は、原則①と②を含む2名以上 
 
 
平成29年度 研修参加者(職種)： 
第1回目、第2回目合わせて197名、74か所の病院から
の参加者があった。 
職種別では、医師28名、看護師・保健師97名、MSW66
名、その他6名(事務職・OT) 
 
参加施設： 
都道府県拠点病院15か所、地域拠点病院50か所、地
域診療連携病院8か所、その他1か所 
 
参加地域： 
39都道府県 
 
プログラム評価： 
第一回目と第二回目の研修事後アンケートにおける研
修の満足度では、受講者の96％が満足と回答した(図
1)。 
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研修の効果について、研修前後で比較すると地域連
携に関する自信は改善した(表2)。 
 
【アドバンスコース（AD）】（表3） 
目的： 
一定の地域緩和ケア連携体制は構築されているが、そ
の連携の中で何らかの課題を抱えている地域のがん
拠点病院等の医療従事者が、地域の医療福祉従事者
とともに参加し、他の地域と情報交換を行い、事例を聞
き、話し合いを持つことで、課題解決のヒントを得ること
目的とする。がん診療連携拠点病院の職員だけでは
なく、地域の医療機関の医療従事者やケアマネージャ
ーなどの福祉関係者を含めたチームでの参加を必須
とする。 
 
研修対象： 
ある程度の地域連携は進んでいるが課題を抱えている
がん診療連携拠点病院等で、地域との後方連携体制
を構築していく上で、院内で中心的役割を担う以下の
者、及び地域の医療福祉従事者を含む複数名からな
るチームを対象とする。 
①がん診療連携拠点病院等で地域連携(後方連携)の
業務に従事している者 
  (看護師や医療ソーシャルワーカー等。複数可) 
②がん診療連携拠点病院等で地域連携(後方連携)の
業務を行う部門の責任者 
  (副院長、センター長、部長、室長等。) 
③上記がん診療連携拠点病院と連携を行っている地
域の医療福祉従事者 
  (病院、在宅療養支援診療所、訪問看護ステーション、
役所、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所
等。複数可) 
   ※参加者は、原則①、②、③を含む３名以上 
 
平成29年度 研修参加者(職種)： 
参加者82名、17チームの参加があった。 
職種別では、医師22名、看護師・保健師37名、MSW・
CM22名、その他(薬剤師)1名 
 
参加施設： 
都道府県拠点病院7か所、地域拠点病院10か所、地
域の施設25か所 
 
参加地域：15都道府県 
 
プログラム評価： 
研修事後アンケートによる研修の満足度では、受講者
の98％は満足していた(図2)。研修の効果について、
研修前後で比較すると地域連携に関する自信は改善
していた(表4) 
 
Ｄ．総合考察 
地域におけるがん緩和ケアの連携体制が構築され
ていくモデルとして、①顔の見える関係づくり、②体制
づくり、③地域づくりのプロセスを明らかにした。これら
の取り組みを進めていくために、地域緩和ケア連携調
整員は地域全体で、がん緩和ケアを提供できる基盤
を作っていくための現場の担い手としての役割が期待
される。また、地域の状況に応じて、がん緩和ケアの地
域連携のネットワークの単位は柔軟に設定されるべき
であるが、モデルとしてネットワークの単位を 2 次医療

圏を一つの単位として考えた場合、地域緩和ケア連携
調整員の候補者は、2 次医療圏内のがん拠点病院の
地域連携担当者が中心となりつつ、医療介護総合確
保推進法に基づく医療介護連携支援センターの連携
担当者も協働できるよう働きかけていくことが重要であ
ると考えられた。１つのネットワークの中に、がん診療
連携拠点病院の地域連携の担当者を中心としつつ、
地域の者も協力していく体制を作り、可能な範囲で複
数名が地域間分け連携調整員として緩和ケアの連携
体制を整備していくことが望ましいこと、地域緩和ケア
連携調整員が活躍していくためには、拠点病院の院
長のバックアップや医師会等の職能団体の協力が重
要であることが明らかになった。さらに、資格としては、
地域緩和ケアについて地域全体を俯瞰しながら活動
していくことが想定されているため、地域の緩和ケアの
状況を把握している看護師や社会福祉士が望ましい
と考えられた。 
これらのことを踏まえて作成された研修プログラムは、
その実行可能性や有用性について評価を行い、明ら
かになった課題を踏まえた改善を行った。具体的には、
各地域の緩和ケア連携体制の構築状況に即した研修
プログラムを受講できるよう内容を検討し、新たにベー
シックコースとアドバンスコースの研修プログラムを開
発した。これらの研究の成果に基づく取り組みにより、
受講者の研修満足度は、平成 28 年度の 7 割から、平
成 29 年度は 9 割に改善がみられた。また、本研究班
が開発した研修プログラムに基づいて実施された研修
については、全国から多くの方から申し込みがあり、が
ん医療における地域連携に対する関心の高さが伺え
た。地域での緩和ケアの連携体制を構築していく人材
の活動を支援していくことも求められており、中央機能
のあり方についての検討を行い、地域緩和ケア連携
調整員の活動を広く周知していくことを目的にホーム
ページを作成し公開した。 
 
Ｅ．結論 
本研究では、「地域緩和ケア連携調整員」に期待さ
れる役割と有するべき資質を明らかにし、それに基づ
き、地域でがん緩和ケアのネットワークを構築していく
ことを目的とした「地域緩和ケア連携調整員」を育成す
るための研修プログラムの開発を行った。今後、より充
実した研修になるようプログラムの見直しを行いつつ、
継続的に開催していくとともに、フォローアップ研修の
企画や全国のがん医療における地域連携が円滑に進
むための支援として、教育資材の開発や情報発信等
を検討していく。 
 
Ｆ．健康危険情報  
特記すべきことなし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.論文発表 
 なし 



 5

2.学会発表 
 なし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む） 
1. 特許取得 
なし 
2. 実用新案登録 
なし 
3. その他 
なし 
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（表1）【ベーシックコース】プログラム 
 

講義 
１．本研修の趣旨説明－地域緩和ケア連携調整員研修の背景－ 
２．アドバンス・ケア・プランニング－いのちの終わりについて話し合いを始める－ 
３．OPTIMプロジェクト 
４．がん医療・緩和ケアの目指すべき方向性－地域包括ケアや医療介護連携が重視される制度的背景－ 
５．拠点病院側が地域連携を進めるためのポイント－拠点病院が地域包括ケアを進めていくための視点
－ 
６．在宅医療の実際と病院に求める地域連携 
７．院外連携の実際－連携推進に向けて病院と在宅に期待される役割－ 
８．院内連携の実際－看護師の立場から— 
９．医療ソーシャルワーカーからみた院内連携 
10．遺族の声から学ぶ在宅移行時のコミュニケーションのあり方 
11．地域緩和ケア連携調整員の役割－取り組みの進め方－ 
12．「緩和ケアの充実に向けた泉州地域連携検討会」について  
13．全国の事例紹介－地域緩和ケア連携の事例や成果物－ 

演習 
グループワークⅠ：院外連携についてのディスカッション 
グループワークⅡ：院内連携についてのディスカッション 
グループワークⅢ：同職種での意見交換会 
グループワークⅣ：申込単位でのグループ作業(行動計画書の作成) 
 
 
(図1) 平成29年度ベーシックコース 研修の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

満足
43%

まあ満足
53%

あまり満足
していない
2%

不満足
0%

無回答
2%

H29年度BSコース(2回の総計)

満足 まあ満足 あまり満足していない 不満足 無回答

n=197
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(表2)  平成29年度ベーシックコース 地域連携に関する自信についての研修の前後での比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
（表3）【アドバンスコース】プログラム 
講義 
１．本研修の趣旨説明－地域緩和ケア連携調整員研修の背景－ 
２．アドバンス・ケア・プランニング－いのちの終わりについて話し合いを始める－ 
３．遺族の声から学ぶ在宅療養移行時に関するエビデンスとコミュニケーションのあり方 
４．がん医療を担う病院と地域との連携の実際 

５．全参加チームによる地域連携に関する取り組み紹介 

６．OPTIMプロジェクトの知見に学ぶ 
７．がん医療・緩和ケアの目指すべき方向性－地域包括ケアや医療介護連携が重視される制度的背景－ 
８．地域緩和ケア連携調整員の役割－地域での 
取り組みの進め方と地域緩和ケア連携調整員の活動内容－ 
９．「緩和ケアの充実に向けた泉州地域連携検討会」について  
10．全国の事例紹介 

演習 
グループワークⅠ：チーム内での地域の課題を話し合い、共有  
グループワークⅡ：同職種での意見交換会 

グループワークⅢ：課題解決へ向けた話し合い 
①所属施設の機能別グループ 
②地域別グループ 

グループワークⅣ：申込単位でのグループ作業(行動計画書の作成) 
 
 
 
 
 
 
 

地域連携における自信 研修前 
平均 

研修後 
平均 

地域の他の施設の医療福祉従事者と気軽にやりとりができる自信がある 3.04 3.41 

地域の他の職種の役割を理解している自信がある 2.85 3.20 

地域の関係者の名前と顔・考え方を理解している自信がある 2.54 2.86 

地域の多職種で会ったり話し合う機会を持っている自信がある 2.61 2.94 

がん患者に関わることで、地域に相談できるネットワークができている自信
がある 

2.48 2.78 

地域リソースを具体的に知っている自信がある 2.53 2.79 

退院前カンファレンスなど病院と地域の連絡体制がよくとれている自信があ
る 

3.03  
 

緩和ケアに関する地域内の連携がよくとれている自信がある 2.75 2.79 
がん患者に適切に関わる自信がある 3.08 3.30 
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(図2) 平成29年度アドバンスコース 研修の満足度 

 
 
 
 
 
 
 
(表4)  平成29年度アドバンスコース 地域連携に関する自信についての研修の前後での比較 

 
 
  

地域連携における自信 研修前 
平均 

研修後 
平均 

地域の他の施設の医療福祉従事者と気軽にやりとりができる自信がある  3.35 3.47 

地域の他の職種の役割を理解している自信がある 3.06 3.37 

地域の関係者の名前と顔・考え方を理解している自信がある 2.93 3.14 

地域の多職種で会ったり話し合う機会を持っている自信がある 3.16 3.40 

がん患者に関わることで、地域に相談できるネットワークができている自信があ
る 

3.07 3.16 

地域リソースを具体的に知っている自信がある 2.97 3.09 
退院前カンファレンスなど病院と地域の連絡体制がよくとれている自信がある 3.29 3.52 
緩和ケアに関する地域内の連携がよくとれている自信がある 3.17 3.20 
がん患者に適切に関わる自信がある 3.41 3.56 
終末期の患者に適切に関わる自信がある 3.40 3.53 
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 著者氏名  論文タイ

トル名 

書籍全体の 

 編集者名 

 書 籍 名 出版社名  出版地 出版年  ページ 

        
                                                             
書籍  （日本語）                                                                             
 

 著者氏名  論文タイ

トル名 

書籍全体の編

集者名 

 書 籍 名 出版社名 出版地 出版年  ページ 

加藤雅志, 志真泰夫,
恒藤 暁,細川豊史,
宮下光令,山崎章郎 

 木澤 義之 国の動向と担当者として考えていたこと 
国の施策と行政の立場からの関わり. 

青海社 東京 2018 pp2-5 

加藤雅志.   がん・生殖医療ハンドブック 大須賀 穣
 鈴木 直 編集 短時間のうちに多くの
意思決定を迫られる患者にどう関わる？
―がん相談支援センターがん専門相談員
の立場から. 

メディカ出版 大阪 2017 pp313-pp31
8 

加藤雅志   緩和ケアと精神保健. 第6版精神保健福祉
士養成セミナー第2巻 精神保健学‐精神
保健の課題と支援. 

へるす出版 東京 2017 pp164-179 

加藤雅志   緩和ケアの魔法の言葉. 森田達也 責任編
集 緩和ケア2016年6月増刊号 

青海社 東京 2016 pp87-90 

加藤雅志   総合病院での緩和ケアチーム. 山本賢司
 編著 精神科領域のチーム医療実践マ
ニュアル 

新興医学出版
社 

東京 2016 pp97-113 

森田達也, 木澤義之,
 梅田恵, 久原幸（編
集）. 

  3ステップ実践緩和ケア〔第2版〕. 青海社,  2018  

森田達也.   終末期の苦痛がなくならない時、何が選択
できるのか？－苦痛緩和のための鎮静〔セ
デーション〕. 

医学書院. 東京 2017  

森田達也, 濱口恵子
（編集者） 

  苦い経験から学ぶ！緩和医療ピットフォ
ールファイル 

南江堂 東京 2017  

森田達也.  José L. Pereira

（著者）, 丹波嘉

一郎,  大中俊宏

（監訳） 

Pallium Canada 緩和ケアポケットブック
 Pallium Palliative Pocketbook Second
 Edition. 

メディカル・
サイエンス・
インターナシ
ョナル. 

東京 2017  

森田達也.  日本がんサポーテ

ィブケア学会（編） 

がん薬物療法に伴う抹消神経障害マネジ
メントの手引き 

金原出版 東京 2017  

森田達也<責任編集>   緩和ケアの魔法の言葉―どう声をかけた
らいいかわからない時の道標 

青海社. 東京 2016  
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（原著）森田達也, 
（譯者）台灣安寧緩和
醫學學會 

  臨床をしながらできる国際水準の研究の
まとめ方－がん緩和ケアではこうする 
醫學研究及論文撰寫不求人－提供緩和醫
療案例 

合記圖書出版
社 

 

台湾新
北市 

2016  

森田達也, 木澤義之
（監修）, 西智弘, 
松本禎久, 森雅紀, 
山口崇（編集） 

  緩和ケアレジデントマニュアル ㈱医学書院 東京 2016  

森田達也（編者） 

 

  プロの手の内がわかる！がん疼痛の処方
 さじ加減の極意 

南山堂 東京 2016  

木澤義之他 小児緩和ケ

アの現状と

展望 

志真泰夫 
恒藤 暁 
細川豊史 
宮下光令 
山崎章郎 

ホスピス緩和ケア白書2017 青海社 東京都 2017年 34-37 

井上順一朗,木澤義之
他 

緩和医療の

実際 

井上順一朗 
神津 玲 理学療法 MOOK21 

がんの理学療法 
三輪書店 東京都 2017年 93-98 

木澤義之他 緩和医療ピ

ットフォー

ルファイル 

森田達也 
濱口恵子 緩和医療ピットフォールファイル 南江堂 東京都 2017年 6-78 

木澤義之他 緩和医療と

終末期（エン

ド・オブ・ラ

イフ）ケア 

矢﨑義雄他 内科学 朝倉書店 東京都 2017年 186-188 

木澤義之他 人生の最終

段階を見据

えたアドバ

ンス・ケア・

長江弘子 「生きる」を考える 日本看護協会
出版会 

東京都 2017年 186-196 

木澤義之他 わが国の政

策と診療報

酬の動向 

木澤義之 
矢野和美 心疾患COPD神経疾患の緩和ケア 青海社 東京都 2017年 8-11 

木澤義之他 
エンド・オ
ブ・ライフ
ケア 

 

小川朝生 
木澤義之 
山本 亮 新版 がん緩和ケアガイドブック 青海社 東京都 2017年 95-105 

木澤義之他 患者と家族

の意向が異

なるとき 

木澤義之 
山本 亮 
浜野 淳 いのちの終わりにどうかかわるか 医学書院 東京都 2017年 68-73 

木澤義之他  

木澤義之 
山本 亮 
浜野 淳 いのちの終わりにどうかかわるか 医学書院 東京都 2017年 全項 

森田達也、木澤義之、
新城拓也 

  緩和医療ケースファイル 南江堂 東京 2016 全項 
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木澤義之他   心肺蘇生に関する望ましい意思決定のあ
り方に関する研究他 「遺族によるホスピ
ス・緩和ケアの質の評価に関する研究」運
営委員会 遺族によるホスピス・緩和ケア
の質の評価に関する研究３ 

青海社 東京 2016 129-134 

森田達也、木澤義之、
新城拓也 

  緩和医療ケースファイル 南江堂 東京 2016 全項 

木澤義之他   心肺蘇生に関する望ましい意思決定のあ
り方に関する研究他 「遺族によるホスピ
ス・緩和ケアの質の評価に関する研究」運
営委員会 遺族によるホスピス・緩和ケア
の質の評価に関する研究３ 

青海社 東京 2016 129-134 

森田達也、木澤義之、
西智弘、松本禎久、森
雅紀、山口崇. 

  緩和ケアレジデントマニュアル 医学書院 東京  全項 
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緩和ケア 27(5) 344-347 2017. 

児玉麻衣子, 小林美貴, 
片山寛次, 田辺公一, 森
田達也. 

Good Death Scale (GDS) 日本語版訳の作成と言語
的妥当性の検討. 

Palliat Care
 Res 

12(4) 311-316 2017. 

鈴木梢, 森田達也, 田中
桂子, 鄭陽, 東有佳里, 
五十嵐尚子, 志真泰夫, 
宮下光令. 

緩和ケア病棟で亡くなったがん患者における補完
代替医療の使用実態と家族の体験. 

Palliat Care
 Res 

12(4) 731-738 2017. 
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塩﨑麻里子, 三條真紀
子, 吉田沙蘭, 平井啓, 
宮下光令, 森田達也, 恒
藤暁, 志真泰夫. 

がん患者遺族の終末期における治療中止の意思決
定に対する後悔と心理的対処：家族は治療中止の何
に、どのような理由で後悔しているのか？ 

Palliat Care
 Res 

12(4) 753-760 2017. 

山口崇, 森田達也（企画
担当）. 

呼吸困難～エビデンスはそうだけど、実際はこれも
いいよね. 特集にあたって. 

緩和ケア 27(6) 376 2017. 

森田達也, 小山田隼佑. 落としてはいけないKey article第18回非劣性試験
って何？粘膜吸収性フェンタニルvs. モルヒネ皮
下注射. 

緩和ケア 27(6) 424-428 2017. 

伊藤怜子, 清水恵, 内藤
明美, 佐藤一樹, 藤澤大
介, 恒藤暁, 森田達也, 
宮下光令. 

Memorial Symptom Assessment Scale (MSAS)を使
用した日本における一般市民を対象とした身体症
状・精神症状の有症率と強度、苦痛の程度の現状. 

Palliat Care
 Res 

12(4) 761-770 2017. 

高橋理智, 森田達也, 服
部政治, 上野博司, 岡本
禎晃, 伊勢雄也, 宮下光
令, 細川豊史 

日本と世界のオピオイド消費量 緩和ケア 26(5) 367-374 2016 

森田達也 落としてはいけないKey article第11回「スピリチ
ュアルペイン」に対するランダム化比較試験 

緩和ケア  26(5) 379-385 2016 

森岡慎一郎, 森雅紀, 鈴
木知美, 横道麻理佳, 森
田達也 

終末期がん患者の感染症診療：何が医療者の意向の
差異に繋がるか？ 

Palliat Care
 Res 

11(4) 241-247 2016 

森田達也（企画担当） そろそろ、メサドン？―「4段階目」の新規麻薬の
実践上のコツ. 特集にあたって 

緩和ケア 26(6) 404 2016 

森田達也, 森雅紀 メサドンとは？－基礎知識 緩和ケア 26(6) 405-408 2016 

高橋理智, 森田達也, 服
部政治, 上野博司, 岡本
禎晃, 伊勢雄也, 宮下光
令, 細川豊史 

日本のがん疼痛とオピオイド量の真実第2回 世界
各国と日本のオピオイド消費量に関する研究. 日
本のがん患者に使用されているオピオイドは本当
に少ないのか？ 

緩和ケア 26(6) 445-451 2016 

森田達也 落としてはいけないKey article第12回ステロイド
が呼吸困難に効くかを調べたければどうしたらい
いか？ 

緩和ケア 26(6) 456-461 2016 

森田達也. 抗がん治療の中止と意思決定に関わる最新のエビ
デンス 

緩和ケア 26(3) 169-175 2016 

森田達也, 野里洵子 落としてはいけないKey article第9回粘膜吸収性
フェンタニルはタイトレーションをしなくてもよ
い？ 

緩和ケア 26(3) 223-229 2016 

森田達也 終末期の鎮静は安楽死なのか？議論再び 
がん看護 

21(4) 408-411 2016 

森田達也 へえ⤴どうして？ 緩和ケア 26(4) 46-48 2016 



 22 

森田達也（企画担当） 苦痛緩和のため鎮静についてのアドバンスドな知
識―質の高い実践の土台を得る―. 特集にあたっ
て 

緩和ケア 26(4) 248 2016 

森田達也, 横道直佑 落としてはいけないKey article第10回トラマドー
ル／コデインはいらないのではないか？ 

緩和ケア 26(4) 296 2016 

森田達也, 奥坂拓志, 清
水千佳子 

抗がん治療をいつまで続けるか―エビデンスの創
出・統合から実践へ―. 

癌と化学療法 43(7) 824-830 2016 

森田達也 終末期医療にもエビデンスを―意思決定・施策・鎮
静について― 

月刊保団連 9月号（1223） 16-23 2016 

森田達也（企画担当） 「その時がいつか」を予測する―余命を推定する確
かな方法―. 特集にあたって 

緩和ケア 26(5) 322 2016 

森田達也 進行がん患者の予後予測指標の全体像と今後の展
望―余命の予測はどこまで可能になるか？ 

緩和ケア 26(5) 323-327 2016 

今井堅吾, 森田達也, 森
雅紀, 横道直佑, 福田か
おり 

緩和ケア用Richmond Agitation-Sedation Scale 
(RASS)日本語版の作成と言語的妥当性の検討 

Palliat Care
 Res 

11(4) 331-336 2016 

五十嵐尚子,木澤義之他 遺族によるホスピス・緩和ケアの質の評価に関する
多施設遺族調査における結果のフィードバックの
活用状況 

Palliative 

Care Researc
h 

12巻1号 131-139 2017 

木澤義之,坂下明大他 緩和ケアとエンド・オブ・ライフ（終末期ケア） 肺癌 57巻 720-722 2017 

青山真帆,木澤義之他 
宗教的背景のある施設において患者の望ましい 
死の達成度が高い理由─全国のホスピス・ 

緩和ケア病棟127 施設の遺族調査の結果から─ 

Palliative 

Care Researc
h 

12巻2号 211-220 2017 

木澤義之,長岡広香 

 
早期緩和ケア介入の意義とアドバンス・ケア・プラ
ンニングの実践ポイント 

薬局 68巻8号 2786-2791 2017 

木澤義之,山本亮 

 

緩和ケア研修会 PEACE プロジェクトの成果と展望 

 
癌と化学療法 44巻7号 541-544 2017 

木澤義之 意思決定支援 日本医師会雑
誌 

146巻5号 965 2017 

木澤義之 【心疾患・COPD・神経疾患の緩和ケア がんと何が
同じで、どこがちがうか】わが国の政策と診療報酬
の動向 

緩和ケア 27巻6月増刊 8-11 2017 

岸野 恵,木澤義之他 がん患者が答えやすい痛みの尺度 鎮痛水準測定
法開発のための予備調査 

ペインクリニ
ック 

38巻1号 93-98 2017 

長岡広香,木澤義之他 がん診療連携拠点病院のソーシャルワーカー・ 
退院調整看護師から見た緩和ケア病棟転院の障壁 

Palliative 

Care Researc
h 

12巻4号 789-799 2017 

木澤義之他 がん薬物療法とアドバンス・ケア・プランニング 癌と化学療法 43巻3号 227-280 2016 
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木澤義之他 今後のことを話しあおう レジデント 9巻7号 96-100 2016 

島田麻美,木澤義之 前立腺癌有痛性骨転移患者の疼痛緩和におけるオ
ピオイドの匙加減 

薬局 67巻11号 85-90 2016 

川越正平 「患者の人生に寄り添い、病院と地域をつなぐ医
師」 

日本内科学会
雑誌 

第106巻 第9
号 
p2054ｰ2057 2017 

川越正平 「進行がん患者を看取りまで支える在宅医療」 日本外科学会
雑誌 

第118巻 第5
号 

p551ｰ555 2017 

川越正平 「在宅医療の現状と課題」 日本内科学会
雑誌 

第103巻 第1
2号 
p3106ｰ3117 2017 

川越正平 「腫瘍内科医とかかりつけ医が伴走する二人主治
医制」 

Cancer Board
 Square 

Vol.3 no.3
  

 2017 

川越正平、秋山正子、小
島操、宇都宮宏子 

【座談会】「帰って来られる地域」とは？病院／在
宅の枠を超え、がん患者さんを支えたい 

訪問看護と介
護 

17(4) 314-423 2015 

田中結美、福井小紀子． 診断から看取りまで(第6回)事例から学ぶ全人的か
かわり(1)進行がんと診断を受けた患者における積
極的治療の選択時期から始まる看取りまでを見据
えた意思決定支援． 

がん看護． 23(1) 69-72 2018 

石川孝子，福井小紀子，
岡本有子． 

訪問看護師による終末期がん患者へのアドバンス
ケアプランニングと希望死亡場所での死亡の実現
との関連． 

日本看護科学
学会誌． 

37 123-131 2017 

梅田亜矢、福井小紀子． 進行がん患者における意思決定支援とコミュニケ
ーション～診断から看取りまで～【5】：高度看護
実践のスキルから学ぶ実践例：コンサルテーション
の理論と実践への活用． 

がん看護 22巻7号 719-725 2017 

浅海くるみ、福井小紀子． 進行がん患者における意思決定支援とコミュニケ
ーション～診断から看取りまで～【4】：看護師に
求められる多職種連携・看看連携を促進するかかわ
り：高度看護実践のスキルから学ぶ実践例. 

がん看護 22巻6号 639-644 2017 

岡本有子、福井小紀子． 進行がん患者における意思決定支援とコミュニケ
ーション～診断から看取りまで～【3】：看護師に
求められる診断から看取りまで全体プロセスを見
通したかかわり：高度看護実践のスキルから学ぶ実
践例． 

がん看護 22巻5号 527-531 2017 

福井小紀子． 意思決定支援をすすめるためのコミュニケーショ
ンスキル． 

がん看護 22(4) 439-445 2017 

福井小紀子． 看護師国試新出題基準：その意図と現場の対応⑪在
宅看護論～改定委員の立場から～． 

看護展望． 7増刊号 96-98. 2017 
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藤田淳子、福井小紀子、
岡本有子 

過疎地域における医療・介護関係者の終末期ケアの
実態と連携に関する調査 

日本公衆衛生
学会誌 

63(8) 416-423 2016 

福井小紀子 エビデンスを作り、人々の役に立つ研究をめざす 看護研究 49(6) 490-493 2016 

福井小紀子 機能強化型訪問看護ステーションが地域をつなぐ 訪問看護と介
護 

21(7) 506-516 2016 

福井小紀子 機能強化型ステーションとして“地域”の力を強化
する 

訪問看護と介
護 

21(7) 535-542 2016 

辻村真由子，福井小紀子,
 藤田淳子, 池崎澄江, 
乙黒千鶴 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携と
は?：各職種と遺族による自由回答から見えてきた
連携のポイント 

訪問看護と介
護 

21(3) 224-228 2016 

池崎澄江, 福井小紀子, 
藤田淳子, 乙黒千鶴, 辻
村真由子 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携と
は?：遺族から見た多職種連携評価 

訪問看護と介
護 

21(2) 148-152 2016 

藤田淳子, 福井小紀子, 
乙黒千鶴, 池崎澄江, 辻
村真由子 

“顔の見える関係”ができたあとの多職種連携と
は?：多職種連携における職種別の特徴 

訪問看護と介
護 

21(1) 62-67 2016 

 
                                                 












































